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通信事業者が取り組む中山間地でのスマート農業
～ 事例と技術動向について ～
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中山間地域におけるスマート農業の課題

中山間地域におけるスマート農業活用事例

壮瞥町

津別町

中山間地の通信インフラ整備に向けた国・自治体の動き

IIJの取組紹介、まとめ

本日お話する内容
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株式会社インターネットイニシアティブ(IIJ)

社名
株式会社インターネットイニシアティブ

（Internet Initiative Japan Inc.）

設立年月日 1992年（平成4年）12月3日

従業員数 4,355名（連結） 2,461名（単体）

所在地 東京都千代田区富士見2-10-2

事業所

関西支社、名古屋支社、九州支社、札幌支店
東北支店、横浜支店、北信越支店、中四国支店
豊田営業所、新潟営業所、沖縄営業所

代表取締役会長 鈴木 幸一（Co-CEO）

代表取締役社長 勝 栄二郎（Co-CEO & COO）

ネットワーク事業

インテグレーション事業

クラウド事業

セキュリティ事業

モバイル事業

事業内容 格安スマホブランド「IIJmio」

日本初の商用インターネッ
ト接続サービスを提供

主な実績

バックボーンネットワーク
世界一周を実現

日本初のコンテナ型データ
センターを松江に開設

日本初の「FullMVNO」を
立ち上げ

左：鈴木幸一、右：勝栄二郎飯田橋本社
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「通信のチカラ」をよく知るIIJが、農業農村の様々な課題解決をサポート

IIJのスマート農業への取組

多地点計測

多数のセンサーが取得する情報を一台の基地局に
集約し、低コストで面的な可視化を実現します。

地域が強くなる
持続可能な農業農村の実現へ

スマート農業・防災・鳥獣害など用途に合わせた
多種多様なセンサーやICT製品、サービスを
ご提供します。

多用途活用

データの利活用

課題解決へ向けた、行動変容につながる判断材料を
ご提供します。
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中山間地域におけるスマート農業の課題
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食料・農業・農村基本法において「山間地及びその周辺の地域その他の地勢等

の地理的条件が悪く、農業の生産条件が不利な地域」と定義されている地域。

北海道においては、4割強の耕地面積が中山間地域に指定されている。

中山間地とは

全道 中山間地域 比率

総土地面積(千ha) 8,342 5,513 66%

経営耕地面積(千ha) 1,147 476 41%

総農家戸数(千戸) 44 20 45%

販売農家戸数(千戸) 38 17 44%

総人口(万人) 538 81 15%

農業産出額(億円) 11,852 4,903 41%

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/ski/tyusan/tyuusannkanntiiki.html

中山間地の主要指標(平成27年)
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本州でよく見る中山間地域

北海道における中山間地の特徴

圃場が狭く、細々とした営農。専業

では経営が成り立たないケースも。

北海道(道東)で見る中山間地域

大規模圃場がいくらでもある。この写

真の箇所は、いずれも携帯不感エリア。
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通信インフラの整備が十分ではないことが、様々な制約となっている。

通信インフラ整備はあくまで「人口カバー率」「世帯カバー率」を指標値として用いて
おり、「農地カバー率」ではない。

中山間地での通信インフラ整備の課題

例：NTTドコモサービスエリアマップ。農地については採算性等
の課題もあり、不感エリアとなってしまっている場所が(特に北海
道では)多い。

•多くのスマ農機器はICTを前提として

おり、ネットワークが無いと使えない

スマート農業機器が使えない

•もはや必須のツールといえる

スマホが使えない

•事故や怪我などの非常事態に連絡がつ

かないことで危険

緊急時の連絡手段がない



‐ 9 ‐

道内基礎自治体に対するアンケート調査結果

デジタルインフラによる地域課題解決のための ニーズ調査の結果の公表について （北海道総合通信局) より

https://www.soumu.go.jp/soutsu/hokkaido/2023/0418b.html
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通信インフラ整備の方向性



https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/7/2/7/5/6/1/9/_/suishinhoushingaiyo.pdf
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通信インフラ整備手法の分類

キャリアサービス型 自営基地局型

LTE通信
有料区間

クラウド

センサーごとに
通信回線契約が必要

↓
多くのセンサーを
設置する場合

通信コストがかかる

携帯不感地域では利用不可
地域BWAなどで整備する手

段もある

クラウド

通信契約は
基地局のみに必要

センサー・基地局間は
無料の通信を活用

↓
広い地域に

多くのセンサーを
敷設しても

コスト負担が少ない

基地局設置のイニシャル
コストがかかる

LTE通信
有料区間

無料通信区間

どちらの整備を進めるにあたっても、農業経営体単独で取り組むには厳しい。
行政やJAなど、地域で一体となった計画作り、取組が必要。
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(参考) 代表的な無線通信方式
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キャリア5G / ローカル5G

https://www.soumu.go.jp/main_content/000838792.pdf


